
キャリアデザインC 発表会 2008/12/16

Aグループ学生救援隊 1

プロジェクト発表会 2008年12月16日(火)

杉原聡志 野谷英明 峯水延浩 横澤真介 川﨑 眸

プロジェクトの概要

特定小電力無線を用いた防災ネットワーク

電通大の危機管理・対策は不十分

トランシーバ
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目 次

1. 災害対策の現状と問題点

2. [しあわせ防災計画]の提案

① 非常通信網の整備

② 防災規則の完全施行

③ 防災設備の強化

④ その他の災害対策案

3. 今後に向けて

プロジェクトのきっかけ

なぜこのテーマを選んだのか？

グループに馴染みのあるアマチュア無線

多くの地域で大規模災害時に活用されている

学内環境の改善にも活かせないか

災害対策の現状を調査してみよう！
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防災とは

災害とは
地震，洪水などの自然災害と火災，事故などの総体

防災とは
想定されうる災害に対して事前に対策を行うこと

本プロジェクトでは，防災を目的とした対策を
「災害対策」と呼ぶことにする
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防災に関する規則

あらゆる災害に関する規則は定められている
電気通信大学危機管理基本要項

危機管理の基本的な考え方，姿勢，全学的な危機管理
体制，具体的な対応策

電気通信大学防災業務要項

電気通信大学防火管理規程

電気通信大学消防計画
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防災に関する規則

あらゆる災害に関する規則は定められている
電気通信大学危機管理基本要項

危機管理の基本的な考え方，姿勢，全学的な危機管理
体制，具体的な対応策

電気通信大学防災業務要項

電気通信大学防火管理規程

電気通信大学消防計画
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● 災害、事件・事故、薬品管理等に関する

全学的なマニュアルが策定されていない

● 全学的・総合的な危機管理体制の検討を開始しているが、

早急の確立が必要

国立大学法人
評価委員からの指摘
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非常階段の様子
10

非常階段床面

非常階段の様子

苔が生えて、滑りやすくなっている

雨天時は転倒の危険性あり！
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廊下の様子

什器が固定されていない．

転倒の危険性あり！

壁に固定されていないガスタンク．

転倒・破損してガス漏れの恐れあり！
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屋内 廊下

非常口の様子

靴や物が散乱している

非常階段への扉は

研究室などの荷物で塞がれている
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13

屋内から見た
非常階段のドア

非常口の様子

注意書きの張り紙を

貼っていない or はがれている

避難経路であることが

示されている
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その他の問題点

●火災以外の災害に対して有効なものがない

●商用電源に自家発電設備がない

①防災設備

●災害時対応マニュアルがあっても，ほとんどの人が知らない

●防災訓練が実際に行われたことはない(訓練は一部でのみ)

②防災規則の周知と施行

●現状のままでは一斉放送が困難である

●現内線電話の復旧には時間がかかる

③放送設備
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プロジェクトの目的

より安心して生活できる電通大へ

災害対策の改善で人的被害を最小限に

学内の防災体制，非常通信網の整備

防災対策

非常用の通信手段の確保と
すばやい情報収集回線の展開

しあわせ防災計画の対象

適用範囲
電気通信大学内 学内

対象とする災害
地震，風水害，火災，犯罪

情報の収集や周知が必要であるとき

ステークホルダ

災害対策本部教職員 学生
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しあわせ防災計画の対象

適用範囲
電気通信大学内 学内

対象とする災害
地震，風水害，火災，犯罪

情報の収集や周知が必要であるとき

ステークホルダ

災害対策本部教職員 学生

災害による被害の報告

今後の行動についての情報のやりとり
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しあわせ防災計画の対象

適用範囲
電気通信大学内 学内

対象とする災害
地震，風水害，火災，犯罪

情報の収集や周知が必要であるとき

ステークホルダ

災害対策本部教職員 学生

災害発生時，周囲に教職員がいない場合…

被害状況の報告

行動の指示を仰ぐ
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しあわせ防災計画の対象

適用範囲
電気通信大学内 学内

対象とする災害
地震，風水害，火災，犯罪

情報の収集や周知が必要であるとき

ステークホルダ

災害対策本部教職員 学生

各建物の被害状況を集計

避難や今後の行動についての指示
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提案する災害対策
21

●トランシーバを使った非常用ネットワークの導入

●避難訓練や安全点検の実施， 情報周知の見直し

● AED (体外式自動心助細動器)の設置

● 廊下・階段の荷物の撤去・什器の固定

①非常通信網の整備

②防災規則の完全施行

③防災設備の強化

非常通信網を整備する

① トランシーバ

使用機器
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②レピータ

非常通信網を整備する
24

災害対策本部教職員

学生

中継



キャリアデザインC 発表会 2008/12/16

Aグループ学生救援隊 5

トランシーバの利点

回線や電力線の寸断による影響の受けない

免許不要で，専門の技術者不要

大規模な工事が不要

導入が低コスト

トランシーバはコンパクトで持ち運び可能

レピータ増設で複数チャンネル化

非常時だけでなく，日常用途にも使用可能

学祭，入試，その他イベントの運用時
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設置場所
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本部棟，守衛所，学科事務室

主要なところには必ず設置する

各建物の廊下

主に消火栓の中に設置

誰でも通れる所にも置いてある

低層，中層，高層に分散させて設置

非常時に誰でも使用できるように

分散設置によりアクセスが容易

数多く設置すれば救助用にそのまま持ち出せる

伝播実験

実験目的
総合研究棟に設置したレピータと
トランシーバを用いて、
学内での交信可能エリアを実測する

使用した設備
トランシーバ ： IC-4100D (¥15,000)

中継機 ： IC-RP4100 (¥50,000)
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実験結果
28

実験結果
29

トランシーバを導入することで
学内のほぼ全域を通信可能エリア
として確保できた

トランシーバでも十分に
導入する価値があると判断できた

今後の課題

交信可能エリアの拡大
レピーターを西地区にも設置する

レピーター間の接続を可能にする設備の導入

暗号化によるセキュリティの確保

情報量の拡大化
デジタルデータ（GPS等）の付加

複数チャンネルの確保

本格的設備の設置（業務用無線等）

具体的な使用方法の周知 → 講習会
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規則の完全施行に向けて

規則やマニュアルの周知
全学生・教職員に対して配布
改定されたら，またすぐに配布する

災害に対する対応や避難場所の周知を徹底する

Web上でも閲覧可能にする

防災教育・避難訓練の実施
半年に1回，前もって告知し避難訓練を行う

防災教育の講習会を定期的に行う

各建物での安全点検
年に数回の大きな点検以外での点検

日頃から各建物，もしくは各階単位で積極的に行う

建物ごとに防災担当者もしくは団体を決める
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設備・備品の強化に向けて
追加を提案する設備

AED (体外式自動心助細動器)の設置

教職員に救命講習の受講を義務化

救急セットの配備 → 学科事務室以外への設置

学内一斉放送ができるスピーカの設置，連動

非常無線設備消火栓の整備

避難順路，方法などを全部屋に掲示

整備が必要な設備
廊下・階段の荷物の撤去

避難経路

什器の固定
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さらに提案する災害対策

学内に防災用の看板・サインなどを設置

カラーユニバーサルデザインの防災マップの配布

 Web上での防災に関する案内

▪ 避難場所の紹介や簡単な防災教育のコンテンツ

▪ Flash，動画などマルチメディア技術を活用
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今後に向けて
災害対策を維持

即時機能する非常対策本部の設置

学生で防災専門の委員会やチームを作る

地域との連携，防災教育に貢献

例：早稲田大学「わせQ」

地域との連携
将来に向けて，災害時等に学内だけでなく
地域の情報収集，学生による救助，
復興支援 etc…
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防災計画を拡張・充実させていく必要がある

まとめ

電通大における災害対策の現状

本プロジェクトの提案の必要性

災害対策の見直し・強化が求められる

日頃から防災意識を持つように
心がけることが大切
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電通大なら安心♪
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通信設備の災害対策

災害により通信設備が受ける被害
商用電源の供給停止

通信設備の倒壊

蓄積したデータの損失
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商用電源の供給停止

災害の発生により停電が発生

商用電源により動作する通信設備は停止

無停電電源装置(UPS)の設置が不可欠
平常時は商用電源を受電

災害時に内蔵する蓄電池に切り替える

緊急を要する時間的余裕が得られる

大電力機器の長時間の電源供給は不可能

内燃機関発電との併用が有効

45 46

無停電電源装置の例

三菱電機 http://www.mitsubishielectric.co.jp/frequps/

通信設備の倒壊

交換機やサーバなどの大型機器
機器の固定を確実に行う

サーバラックや床を免震構造にする

架空通信ケーブル
支持するコンクリート柱などの強化

地下への埋設

無線通信などの冗長系の確保
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蓄積したデータの損失

外部記憶装置の損傷
別の記憶媒体へバックアップを行う

ネットワークを経由して遠隔地でのバックアップを行う

バックアップしたデータに対して十分なセキュリティ対策
を行う必要も生じる
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